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狩猟ワークショップブース
ハンターが使うワナ・猟銃の紹介、ハンティング模擬体験、関連書籍の展示、
狩猟免許取得の相談コーナー、野生鳥獣のお肉（ジビエ）料理試食 ほか

「私がハンターになった理由（わけ）」

※猟銃は模擬銃を使用いたします。

 

若手ハンターとのトークセッション

ハンターによるテーマトーク

【解説者】西 信介（公務員）

どなたさまでも

お待ちしております!

日 常

、ハンターの私

【若手ハンター】西 信介、齊田 由紀子、立石 芳文、谷川 ももこ、長谷川 幸治、和田 晴美

シーハット
おおむら

大村市
体育文化センター

12月21日
2013年

11：00～17：00
【Saturday】
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狩猟の魅力まるわかりフォーラム 開催趣旨

検索狩猟フォーラム詳しくは

環境省では、人と野生鳥獣の適切な関係の構築等に向けて、将来の鳥獣保護管理の担い手確保
に取り組んでいます。本フォーラムはその一環として、多くの人に狩猟の魅力や社会的役割、
安全な狩猟方法等を紹介し、鳥獣保護管理の担い手となるきっかけを提供するために開催して
います。

（注意）狩猟は、周囲や自分自身に危険を及ぼす可能性のある行為です。安全に狩猟を行うため
には、十分な知識と技術を習得し、法令に基づくルールやマナーを厳守することが不可欠です。

「狩猟のイロハ」
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長い歴史の中で培われた技術・ノウハウが詰まったワナや猟銃
（模擬銃）に触れたり、どのように使われているかを体験いただ
けます。また、猟具の安全な使い方も解説します。

画面に映し出された映像と模擬銃を用いたハンティングの模擬体
験をしていただけます。
※模擬銃を使用するため、実際に弾丸が発射されることはありません。

ハンターの暮らしを伝える本や、野生鳥獣の痕跡を見分ける参考
書などをご紹介します。

野生鳥獣のお肉を使ったジビエ料理を試食しながら、若手ハン
ターとの楽しいフリートークにもご参加いただけます。

狩猟を始めるための様々な手続きや悩みについて、免許試験関係
者がご相談に応じます。

長崎県農林部農山村対策室鳥獣対策班
〒850-8570 長崎県長崎市江戸町2番13号
TEL：095-895-2917　FAX：095-895-2588

 ： liam-E s07015@pref.nagasaki.lg.jp
： XAF　0263-87-2504 ： LET 0263-87-2514

hse-info@eac-net.co.jp ： liam-E

〒856-0836 長崎県大村市幸町25番地33
0957-20-7200
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野生鳥獣のお肉（ジビエ）料理試食
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狩猟免許取得の相談コーナー

ハンターが使うワナ・猟銃の紹介

まずは知識から！

ハンティング模擬体験！

「狩猟のイロハ」

西 信介
にし のぶすけ

（公務員（自称アザラシ係長））

バ 　 ス :

タクシー :

大村駅前バス停から 約5分
長崎空港から　　　 約20分

大村駅から　 約5分
長崎空港から 約10分

自 動 車 :長崎自動車道 大村I.C.から 約10分

11:00

13:00

13:15

14:30

15:15

17:00

開場 狩猟ワークショップブース（ジビエ試食 など）

開会

ハンターによるテーマトーク 

13:45 狩猟ワークショップブース（ハンティング模擬体験 など）
若手ハンターとのトークセッション　

狩猟ワークショップブース（若手ハンターとのフリートークなど）

終了

西 信介（公務員）
齊田 由紀子（主婦）
立石 芳文（ワナ猟講師・ジビエ販売）
谷川 ももこ（対馬市島おこし協働隊・
　　　　　　有害鳥獣ビジネスコーディネーター）
長谷川 幸治（福岡県添田町職員）
和田 晴美（猟具メーカー役員・猟師）
   

パネリスト：

コーディネーター：市川 哲生（株式会社環境アセスメントセンター）

「狩猟のイロハ」
解説者：西 信介

「私がハンターになった理由（わけ）」

日時：平成25年12月21日【土】11：00～17：00

〒399-8204 長野県安曇野市豊科高家2287番地28
【担当：市川・浜口】

長崎県会場

※駐車場には限りがございますので、 公共交通機関の利用にご協力をお願い致します。

※いずれも、「寿町」または「市役所前」バス停下車　徒歩3分

ハンターによるテーマトーク

大村市
体育文化センター

1968年東京生まれ、大阪育ち。鳥取大学在学中、山登りに没頭し、山歩きの技
術を身に付ける。鳥取県出身の女性と結婚したのを機に1997年に鳥取県へ林
業技師として就職し、鳥取県林業試験場に配属。上司から、「獣害を何とかしろ、
獣害担当者は狩猟免許が必要だ」と言われ、狩猟免許(第１種銃猟、わな)を取得
し、狩猟の道へ。現在は林業試験場から異動になったが、ボランティアで獣害対
策に係る研修会の講師を務め、猟師としては美味しく食べることに取り組む。

無料駐車場 約150台


